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日本衣料管理協会は、繊維ファッション業界の発展と国民の健全な衣生活への
寄与のため、人材養成や調査・研究などに取り組んでいる。中でも事業の柱であ
る「繊維製品品質管理士」（TES）の資格認定事業は、素材や加工の進化、繊維リ
サイクルの進展、流通・販売形態の多様化など、さまざまな変化に対応し、時代
に即した人材の高度化・専門化を後押しする。その意義と展望について、島﨑恒
藏会長に聞いた。

―
―
Ｔ
Ｅ
Ｓ
資
格
制
度

誕
生
の
経
緯
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

当
協
会
は
1
9
7
1
年
12

月
、
家
政
学
部
な
ど
衣
料
管

理
士
（
Ｔ
Ａ
）
の
養
成
教
育

に
当
た
る
大
学
や
短
期
大

学
、
学
識
者
で
発
足
し
ま
し

た
。
Ｔ
Ａ
は
、
繊
維
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
産
業
で
活
躍
す
る
女

性
の
育
成
を
目
的
に
始
ま
り

ま
し
た
。

名
称
は
学
校
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
、
生
活
の
基
盤

と
な
る
衣
食
住
や
育
児
な
ど

を
科
学
的
に
探
究
す
る
家
政

学
部
は
女
性
が
多
い
で
す

ね
。
食
物
学
専
攻
で
は
「
栄

養
士
」
や
「
管
理
栄
養
士
」

と
い
っ
た
資
格
が
あ
り
、
そ

れ
を
生
か
し
て
企
業
に
就
職

で
き
ま
す
が
、
被
服
学

専
攻
の
場
合
は
家
庭
科

教
員
が
主
体
で
、
企
業

へ
の
就
職
に
難
し
い
面

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

米
国
の
「
ホ
ー
ム
・
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
・
イ
ン
・
ビ
ジ
ネ
ス
」

（
Ｈ
Ｅ
Ｉ
Ｂ
）
を
参
考
に
、

学
校
教
育
の
成
果
に
基
づ
い

て
認
定
す
る
Ｔ
Ａ
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

当
時
は
服
作
り
が
母
親
、

家
庭
の
仕
事
で
あ
り
、「
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
」
施
行
の

15
年
も
前
の
こ
と
で
し
た
。

現
在
Ｔ
Ａ
（
4
年
制
大
学
の

場
合
は
1
級
、短
大
は
2
級
）

は
5
万
人
を
超
え
、
品
質
管

理
か
ら
販
売
・
営
業
、
商
品

企
画
、
相
談
業
務
な
ど
幅
広

い
職
種
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。た

だ
当
然
で
す
が
、
実
際

に
繊
維
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界

で
働
く
人
た
ち
は
、
被
服
学

系
の
教
育
を
受
け
た
人
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に

流
通
・
販
売
に
携
わ
る
人
は
、

消
費
者
に
素
材
や
モ
ノ
作
り

の
こ
と
を
聞
か
れ
て
も
答
え

ら
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
当

時
は
ホ
ル
マ
リ
ン
な
ど
衣
料

公
害
の
問
題
も
あ
り
ま
し

た
。
改
め
て
繊
維
全
般
の
知

識
を
身
に
付
け
よ
う
と
の
機

運
が
高
ま
り
、
Ｔ
Ａ
誕
生
か

ら
10
年
後
の
81
年
に
Ｔ
Ｅ
Ｓ

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

―
―
Ｔ
Ｅ
Ｓ
は
既
に
業

界
で
働
く
人
材
の
高
度

化
に
役
立
つ
の
で
す

ね
。

衣
料
品
を
中
心
に
、
寝
装

・
イ
ン
テ
リ
ア
や
産
業
資
材

な
ど
繊
維
製
品
の
品
質
・
性

能
の
向
上
を
図
り
、
企
業
活

動
の
合
理
化
、
消
費
者
利
益

の
保
護
に
資
す
る
資
格
で

す
。
社
内
の
昇
格
・
昇
給
や

社
員
教
育
の
一
環
と
し
て
活

用
す
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。

結
果
的
に
業
界
関
係
者
が
多

い
で
す
が
、
年
齢
・
学
歴
・

職
業
不
問
で
誰
で
も
受
験
で

き
ま
す
。

―
―
ど
の
よ
う
な
試
験

内
容
で
す
か
。

基
礎
知
識
を
問
う
短
答
式

3
科
目
と
、
識
見
・
応
用
能

力
を
問
う
記
述
式
2
科
目
の

計
5
科
目
か
ら
成
り
ま
す
。

短
答
式
の
3
科
目
は
、「
繊

維
に
関
す
る
一
般
知
識
」「
家

庭
用
繊
維
製
品
の
製
造
と
品

質
に
関
す
る
知
識
」「
家
庭
用

繊
維
製
品
の
流
通
、
消
費
と

消
費
者
問
題
に
関
す
る
知

識
」
で
、
記
述
式
で
は
繊
維

製
品
の
品
質
・
性
能
に
関
す

る
消
費
者
苦
情
な
ど
の
事
例

問
題
、
社
会
や
繊
維
業
界
の

現
状
を
理
解
し
Ｔ
Ｅ
Ｓ
と
し

て
必
要
な
識
見
を
問
う
論
文

問
題
が
出
題
さ
れ
ま
す
。

試
験
範
囲
は
広
く
、
自
然

科
学
、
社
会
科
学
双
方
の
知

識
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、
科

目
ご
と
の〝
取
り
だ
め
方
式
〞

と
な
っ
て
い
ま
す
。

合
格
し
た
科
目
は
次

の
年
か
ら
3
年
間
有

効
で
、
4
年
間
で
全

科
目
合
格
す
れ
ば
い

い
。
ま
た
Ｔ
Ａ
は
繊

維
に
関
す
る
一
般
知

識
の
科
目
が
免
除
さ

れ
ま
す
。
2
0
2
3

年
度
は
1
4
4
8
人

の
出
願
が
あ
り
、
取

り
だ
め
方
式
を
含
め
3
0
0

人
が
Ｔ
Ｅ
Ｓ
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

繊
維
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業

は
多
段
階
の
業
種
に
わ
た
る

た
め
、
当
協
会
内
に
素
材
、

染
色
・
加
工
、
縫
製
、
流
通

・
販
売
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
の
各
業
界
団
体
で
構
成
す

る
「
Ｔ
Ｅ
Ｓ
制
度
推
進
協
議

会
」
を
設
け
ま
し
た
。
意
思

疎
通
を
図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

最
新
情
報
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に

Ｔ
Ｅ
Ｓ
制
度
に
反
映
で
き
る

こ
と
も
強
み
で
す
。

昨
年
は
短
答
式
試
験
の
テ

キ
ス
ト
「
繊
維
製
品
の
基
礎

知
識
」（
3
科
目
3
分
冊
）
を

改
訂
。
環
境
負
荷
を
か
け
な

い
モ
ノ
作
り
、リ
サ
イ
ク
ル
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
や
品
質
表
示
の

改
定
と
い
っ
た
部
分
を
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
し
ま
し
た
。

―
―
資
格
取
得
者
へ
の

ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ロ
ー
は

あ
り
ま
す
か
。

企
業
や
業
種
の
枠
を
超
え

た
Ｔ
Ｅ
Ｓ
同
士
の
連
携
と
、

最
新
知
識
の
獲
得
を
重
視
し

た
「
Ｔ
Ｅ
Ｓ
会
」
で
フ
ォ
ロ

ー
し
て
い
ま
す
。
全
国
5
支

部
（
東
日
本
、
中
部
、
西
日

本
、
北
陸
、
中
国
）に
分
け
、

行
政
と
の
連
携
や
情
報
交
換

を
は
じ
め
、
工
場
見
学
会
、

ク
レ
ー
ム
事
例
勉
強
会
、
試

験
機
の
講
習
会
・
実
習
な
ど

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
Ｔ

Ｅ
Ｓ
会
事
務
局
で
は
、
年
6

回
「
Ｔ
Ｅ
Ｓ
会
通
信
」
を
発

行
し
、
こ
う
し
た
各
支
部
の

活
動
や
行
事
予
定
な
ど
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｓ
は
5
年
ご
と
の
更

新
制
で
現
在
8
千
人
超
が
活

躍
し
て
い
ま
す
が
、
試
験
で

の
更
新
に
加
え
、
Ｔ
Ｅ
Ｓ
会

の
出
席
回
数
も
更
新
に
反
映

し
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多

く
の
Ｔ
Ｅ
Ｓ
が
社
会
の
変
化

に
対
応
し
活
躍
で
き
る
よ

う
、
Ｔ
Ｅ
Ｓ
会
の
さ
ら
な
る

活
性
化
に
も
努
め
て
い
き
ま

す
。

―
―
今
後
の
展
望
を
お

願
い
し
ま
す
。

制
度
発
足
か
ら
40
年

以
上
経
ち
、
受
験
者
数

は
15
年
の
2
7
0
0
人

を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
る
企
業
へ

の
影
響
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
プ
ロ
ダ
ク
ト
ア
ウ
ト

か
ら
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
へ
の

さ
ら
な
る
推
進
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

の
潮
流
な
ど
か
ら
、
消
費
者

と
の
信
頼
関
係
に
基
づ
い
た

企
業
活
動
が
重
視
さ
れ
、
製

造
は
も
ち
ろ
ん
、
流
通
・
販

売
で
も
Ｔ
Ｅ
Ｓ
の
存
在
意
義

は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
経
営

者
の
方
々
に
今
一
度
Ｔ
Ｅ
Ｓ

へ
の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
従
業
員
の
働
き
方
改
革

や
待
遇
改
善
な
ど
に
も
活
用

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。Ｔ

Ｅ
Ｓ
の
上
位
資
格
制
度

の
検
討
も
始
め
ま
し
た
。
今

後
も
繊
維
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業

界
の
発
展
と
消
費
者
利
益
に

寄
与
す
る
人
材
の
育
成
に
力

を
入
れ
て
参
り
ま
す
。
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